






本年度の研究目標 

昨年度の調査研究によって明白となった問題点について重点的に,またその解答に時間を

要するものは本年度は予備的調査研究として行った。 

妊娠中毒症についてある程度の全国的な調査を要すること,各施設からの問題症例を集積

して症例別の検討を行い，母児の危険を防止する具体的方策を研究することが本年および

次年度の目標である。現実的には各種の制約から具体的方策は次年度,あるいはそれ以後の

研究に委ねられた。 

妊婦の糖尿病については,診断手段としての糖負荷試験の負荷量の変更が現実に進行中で

あるにも拘らず,妊婦について正常値限界値は日本人について決定されていないので,早急

にこの作業を行い日本糖尿病学会と新しい勧告値について相談するのが本年度の主業務で

あった。その値は既に尿糖陽性であるもの,糖尿病の遺伝的素因を持つ者を含む全妊婦に対

し妊娠糖尿病 GDM(gestational diabetes)は 75g 負荷静脈血奨値(mg/dl)空腹時 100,60 分

180,120 分 150,(180分 145)のいづれか 2つがこの値をこえるものとなった。この値の正当

性について,また高脂血症について検討が行われた。 

糖尿病を除く代謝異常症妊娠は昨年度最も危険と考えられたmaternal PKUとヒスチジン血

症についてほゞその実態を知り,本年度は妊婦における代謝異常症の頻度と,特に頻度が高

いと予想される内分泌疾患ことに甲状腺疾患についてスクリ－ニング方式の妥当性を含む

調査研究が主として行われた。 


